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い
つ
ま
で
も
健
康
で

住
み
慣
れ
た
我
が
家
で

暮
ら
し
た
い

　

高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
人
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

塙
町
で
は
今
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
た
５
６
９
人
の
方
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
。（
平
成
26
年
度
末
実
績
）

　

町
は
、
介
護
者
を
な
く
し
、
元
気
な
お
年

寄
り
が
暮
ら
す
社
会
を
目
指
す
た
め
、
今
月

号
で
は
、
町
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

特集　介護予防

　

塙
町
の
人
口
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日

現
在
で
９
，４
３
５
人
で
す
。
そ
の
う
ち
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
２
，
９
０
０
人

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
約
２
割
に
当

た
る
５
６
９
人
が
、
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

〈
表
１
〉「
介
護
（
要
支
援
・
要
介
護
）

認
定
者
数
の
推
移
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
21
年
と
平
成
26
年

の
介
護
認
定
者
数
を
比
較
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
５
年
間
で
介
護
認

定
の
方
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
が
分
か
り

ま
す
。こ
の
ま
ま
増
加
傾
向
を
た
ど
れ
ば
、

５
年
後
の
平
成
32
年
に
は
、
介
護
（
要
支

　
　
　
　
　
　
　
　

援
・
要
介
護
）
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　

者
数
は
、
７
０
０
人

　
　
　
　
　
　
　
　

を
超
え
る
と
想
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し
、
病
気
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

で
通
常
の
生
活
が
営

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ
な
い
場
合
、
介

　
　
　
　
　
　
　
　

護
認
定
を
受
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　

と
が
で
き
、
少
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

自
己
負
担
で
介
護
度

　
　
　
　
　
　
　
　

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

を
利
用
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
介
護
状
態
を
表

　
　
　
　
　
　
　
　

す
区
分
は
、
介
護
認

　
　
　
　
　
　
　
　

定
調
査
員
が
行
う
調

　
　
　
　
　
　
　
　

査
や
、
主
治
医
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　

見
な
ど
を
も
と
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
全
国
一
律
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　

準
で
判
定
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

す
。

　

生
活
能
力
は
あ
っ
て
も
、
一
部
支
援
が

必
要
な
方
の
場
合
は
、「
要
支
援
」
と
い

う
区
分
に
該
当
し
、
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介

護
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
、
予
防
す
る
目

的
で
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。一
方
、

要
介
護
は
、
立
ち
上
が
り
や
歩
行
が
不
安

定
で
、
排
せ
つ
や
入
浴
の
際
に
、
人
の
手

を
借
り
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
そ
の
手
間

に
応
じ
て
、
要
介
護
１
か
ら
要
介
護
５
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
計
画
書
を
、
作
成
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
人
や
家
族
の
希
望
に
応
じ
て

「
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た
い
か
」、
目

標
を
設
定
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
く
ら
い
使
っ
て
い
く
か
を
計
画
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
依
頼
し
て
作
成
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン

は
、
１
カ
月
ご
と
に
作
成
す
る
必
要
が
あ

り
、
利
用
す
る
方
の
状
態
の
変
化
や
、
希

望
に
合
わ
せ
て
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
で
、
介
護
を
受
け
な
が
ら
生
活
す

る
と
な
る
と
、
家
族
の
負
担
が
大
き
く
な

り
ま
す
。
高
齢
者
夫
婦
だ
け
の
世
帯
の
場

合
は
、
介
護
す
る
側
も
体
調
を
崩
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１
人
暮
ら
し
の

方
の
場
合
は
、掃
除
や
食
事
の
支
度
な
ど
、

日
常
の
家
事
を
す
る
の
が
困
難
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生

活
を
望
む
方
も
多
く
、
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
の
生
活
、
介
護
を
選
択
し
た
方
や
、
そ

の
ご
家
族
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る

た
め
に
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
宅
だ
け
で
の
生
活
は

家
族
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

介
護
に
か
か
る
手
間
に
よ
っ
て

区
分
が
決
定
さ
れ
ま
す

みんなでボールを使った運動（東河内なかよしサロン）

塙
町
の
お
年
寄
り
の

　

約
２
割
が
介
護
認
定
者
で
す

〈表１〉介護（要支援・要介護）認定者数の推移

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

０ 20 40 60 80 100 120

■■平成21年

■■平成26年

32
7676

87
86

40
69

7676
107

79
88

83
68

5858
7575

58
75

76

76

（単位：人）
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自
宅
で
介
護
を
受
け
る
場
合
、
介
護

ベ
ッ
ド
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、杖
な
ど
、

福
祉
用
具
と
言
わ
れ
る
も
の
が
、
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
動
で
寝
起
き

が
楽
に
で
き
る
介
護
ベ
ッ
ド
は
、
購
入
す

る
と
高
額
で
す
が
、
居
宅
介
護
を
進
め
て

い
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
福
祉
用

具
に
つ
い
て
は
、
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
が

で
き
、
費
用
負
担
は
料
金
の
１
割
か
ら
２

割
で
済
み
ま
す
。
ま
た
、
直
接
肌
に
触
れ

る
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
な
ど
、
レ
ン
タ
ル
に
不
向
き
な
特
定
福

祉
用
具
に
つ
い
て
は
、
購
入
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
10
万
円
を
限
度
と
し
て
、
販

売
価
格
の
１
割
か
ら
２
割
の
負
担
で
購
入

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
利
用
で
き
る
福
祉
用
具
が
決
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
レ
ン
タ
ル
や
購

入
に
あ
た
っ
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

相
談
し
て
か
ら
、
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

訪
問
介
護
は
、利
用
者
が
可
能
な
限
り
、

自
宅
で
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
が
利
用
者
の
自
宅
を
訪
問

し
、
食
事
・
排
せ
つ
・
入
浴
な
ど
の
介
護

（
身
体
介
護
）
や
、
掃
除
・
洗
濯
・
買
い

物
・
調
理
な
ど
の
生
活
の
支
援
（
生
活
援

助
）
を
し
ま
す
。

　

訪
問
看
護
は
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の

維
持
回
復
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
看
護
師

な
ど
が
、
疾
患
の
あ
る
利
用
者
の
自
宅
を

訪
問
し
、
主
治
医
の
指
示
に
基
づ
い
て
、

療
養
上
の
世
話
や
診
察
の
補
助
を
行
い
ま

す
。血
圧
や
体
温
の
測
定
、病
状
の
チ
ェ
ッ

ク
や
褥

じ
ょ
く
そ
う

瘡
（
床
ず
れ
）
の
処
置
、
カ
テ
ー

テ
ル
の
管
理
な
ど
を
自
宅
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
宅
に
居
な

が
ら
に
し
て
、
心
身
機
能
の
改
善
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

訪
問
入
浴
介
護
は
、
家
族
の
介
助
だ
け

で
は
、
自
宅
で
入
浴
さ
せ
る
こ
と
が
難
し

い
方
の
た
め
に
、
車
内
に
浴
槽
を
備
え
た

専
用
の
車
両
（
移
動
入
浴
車
）
で
自
宅
を

訪
問
し
、
介
護
職
員
が
入
浴
の
介
助
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
塙
町
に
は
、
移
動
入

浴
車
が
２
台
あ
り
、
１
日
に
多
い
時
で
６

件
、
月
に
す
る
と
70
件
か
ら
80
件
の
利
用

が
あ
り
ま
す
。
寝
た
ま
ま
の
姿
勢
で
入
浴

が
可
能
で
、
利
用
者
か
ら
も
「
さ
っ
ぱ
り

し
て
気
持
ち
良
か
っ
た
よ
」
と
い
う
声
が

あ
り
、
と
て
も
好
評
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
（
通
所
介
護
）
を
利
用
す
る
方
は
、
施

設
内
に
機
械
浴
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

合
、
希
望
す
れ
ば
寝
た
き
り
の
方
や
普
通

の
浴
槽
に
入
る
こ
と
が
難
し
い
方
で
も
、

寝
た
ま
ま
の
姿
勢
や
、
座
っ
た
ま
ま
の
姿

勢
で
、
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
人
保
健
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
は
、

日
帰
り
で
の
食
事
や
入
浴
、
日
常
生
活
上

の
介
護
や
機
能
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
と
言
わ
れ
る
も
の

で
、
施
設
の
車
で
自
宅
ま
で
送
迎
も
し
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
短
期
入
所
生
活
介

護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
施
設
で
は
、
介
護
度
に

応
じ
た
期
間
を
限
度
と
し
て
、
一
時
的
に

施
設
に
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
ベ
ッ
ド
・
福
祉
用
具
を

レ
ン
タ
ル
し
て
い
ま
す

自
宅
入
浴
が
困
難
な
場
合
は

訪
問
入
浴
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

塙
町
は
居
宅
介
護
を

　
　
　

応
援
し
て
い
ま
す

健
康
な
心
身
を
保
つ

　
　
　

事
業
を
進
め
ま
す

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の

訪
問
介
護
を
行
っ
て
い
ま
す

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の

施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

看
護
師
さ
ん
の

訪
問
看
護
も
行
っ
て
い
ま
す

　訪問介護員は、資格を取得しなくても、介護を受

ける人の身体に直接ふれない業務を行うことはでき

ます。例えば、施設への送迎や掃除、洗濯、買い物

などです。一方、食事の介助や、排せつや着替え、

入浴のお手伝いなどを行うには、130 時間にも及ぶ

介護職員初任者研修を受講して、資格を取得しなけ

ればなりません。

■問い合わせ（ホームヘルパー利用に関すること）

　健康福祉課　高齢者支援係　☎４３－２２２７
　塙町社会福祉協議会　　　　☎４３－２１５４

　床の段差をなくしたり、トイレやお風呂に手すりを
つけたりして、自宅で介護しやすくするための改修工
事を行った場合、その一部について補助を受けること
ができます。補助を受けることができる費用の限度額
は 20 万円で、そのうち１割（または２割）は自己負
担となります。既存の住宅を改修した場合に限られ、
補助を受けたあとに、介護度が３段階以上重くなった
場合には、再度申請することができます。
■問い合わせ
　健康福祉課　高齢者支援係　☎４３－２２２７

◆訪問介護員（ホームヘルパー）◆介護のための住宅のリフォーム

　訪問介護（生活援助）を

１週間に３日利用していま

す。自分でできることは自

分でしていますが、調理や

掃除などの支援は、とても

助かっています。料理もと

てもおいしいですし、ヘル

パーさんが来てくれるのが

楽しみになっています。

　「気持ちよかった。また待ってるよ」と言われる
と、とても嬉しいですね。入浴時間は１０分くらいで、
なるべく長湯しないように心掛けています。

星　忠平さん
（中塚）

訪問入浴
介護事業所スタッフ

（左から）

鈴木　信一さん

小松八重子さん

石井イミ子さん

　

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
や
通
所

リ
ハ
ビ
リ
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
需
要
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
塙
町
で
は
こ
う

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
施
設
の
定

員
が
少
な
い
た
め
、
希
望
し
て
も
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
な
い
方
が
多
い
の
が
現
状

で
す
。

　

施
設
を
増
や
せ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
人
は
増
え
ま
す
が
、
利
用
者
が
増
え

る
と
介
護
給
付
費
（
半
分
が
保
険
料
、
半

分
を
保
険
者
で
あ
る
町
や
国
が
負
担
）
も

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
結
果
的
に
、
介
護

保
険
料
を
高
く
し
な
け
れ
ば
、
介
護
給
付

費
に
充
て
る
お
金
も
足
り
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
積
極
的
に
施
設
を
増
や
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

施
設
を
増
や
す
こ
と
は

　

保
険
料
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す

訪問入浴は、寝たままの姿勢で入浴することができます

訪問介護員　矢田部紀美代さん（右）

　「待っていたよ」「とても助かるよ」と言われる

と、とても嬉しいです。なるべく利用者さんの希

望に添えるように頑張っています。（利用者の星

さん（左）も掃除のお手伝い）

できることは自分でします

広報 ４2015－12広報５ 2015－12
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こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護

の
方
の
た
め
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
、

要
支
援
の
方
の
た
め
の
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

塙
町
は
、
要
支
援
に
も
該
当
し
な

い
方
が
、
健
康
な
心
身
を
少
し
で
も

長
く
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
代
表
す

る
事
業
と
し
て
、
介
護
予
防
の
た
め

の
「
楽
ら
く
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
や
、

各
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

向
け
の
サ
ロ
ン
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
、
介
護
予
防
事
業
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
塙
町
で
も
高
齢

者
の
運
動
機
能
や
口
腔
機
能
の
向
上

や
、認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
た「
介

護
予
防
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
「
楽
ら
く
元
気
ア
ッ

プ
教
室
」
は
、
第
６
次
介
護
保
険
事

業
計
画
（
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
）の
策
定
の
た
め
に
実
施
し
た
、

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
の

項
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
生
活
機
能

の
判
定
結
果
を
も
と
に
対
象
者
を
抽

出
し
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

全
13
回
の
教
室
で
は
、
軽
め
の
運

動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心

に
、
栄
養
に
関
す
る
講
話
や
、
歯
科

衛
生
に
関
す
る
指
導
も
行
わ
れ
、
参

加
者
は
初
回
に
体
力
、
体
重
測
定
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
毎
回
体

重
や
血
圧
な
ど
を
測
定
し
て
記
録

し
、

終
回
で
は
再
び
体
力
測
定
を

行
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
確
認

し
、
教
室
が
終
わ
っ
て
も
、
自
宅
で

運
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
復
習
を

行
っ
て
閉
講
し
ま
す
。
毎
年
20
名
前

後
の
方
が
受
講
し
て
お
り
、
中
に
は

継
続
し
て
参
加
し
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
毎
回
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
教
室

は
、
と
て
も
好
評
で
す
。

地
域
支
援
事
業
を
実
施
し

元
気
な
高
齢
者
を
応
援
し
ま
す

地
域
で
支
え
あ
う

　

介
護
予
防
が
大
切
で
す

楽
ら
く
元
気
ア
ッ
プ
教
室
で

楽
し
み
な
が
ら
運
動
で
き
ま
す

　

介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
、
高
齢

者
向
け
の
「
サ
ロ
ン
」
や
「
い
き
い
き
健
康

教
室
」
が
あ
り
ま
す
。

　

「
サ
ロ
ン
」
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
関
わ
り
、
大
蕨
、
東
河
内
、
水
元
の
３

地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
て
、
各
地
区
合
わ
せ

て
約
１
０
０
名
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
集
会
所
や
公

民
館
分
館
で
、
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
講
師
を
招
い
て
の
講
話
な
ど
を
行

い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
参
加
者
間
の
話

し
合
い
で
決
め
て
い
て
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
強
め
な
が
ら
、
自
ら
介
護
予
防
に
つ
な
が

る
活
動
が
で
き
る
高
齢
者
を
増
や
し
、
定

期
的
に
継
続
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
健
康
教
室
」
は
、
町
の
健
康
福

祉
課
が
中
心
と
な
り
、
保
健
推
進
員
や
民

生
児
童
委
員
、
保
健
師
、
看
護
師
、
栄
養

士
と
い
っ
た
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
田
代
、
那
倉
、
上
石
井
、
真
名
畑
の

４
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
、
延
べ
人
数
で
約
２
８
０
人
で
、
Ｉ
Ｐ
告

知
シ
ス
テ
ム
や
回
覧
板
の
ほ
か
、
保
健
推
進

員
や
民
生
児
童
委
員
の
方
が
、
地
区
の
お

年
寄
り
に
声
を
か
け
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
と
同
じ
よ
う
な
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
の
活
動
に
加
え
て
、
食
事
や
栄

養
に
関
す
る
指
導
や
、
脳
の
神
経
活
動
の

効
率
を
高
め
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
定

期
的
に
行
う
な
ど
、
認
知
症
の
予
防
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
健
康
教
室
」
な
ど
で

　
　
　

心
と
体
を
元
気
に
し
ま
す

みんなで楽しく運動「楽らく元気アップ教室」

　高齢者の増加とともに、介護が

必要な人も増加する一方で、サー

ビスを提供する介護職員の不足は

深刻な問題となりつつあります。

人手不足の大きな要因は、採用が

困難であるという調査結果が出て

いて、これは、社会的、制度的な

問題のほか、各事業所の経営方針

の問題もあると言われています。

　塙町では介護職員の人材確保の

ために、新採用職員や若手職員を

対象とした助成制度を創設し、実

施する予定となっています。また、

資格取得についても町内や郡内で

受講することができるような環境

作りや、受講費用の無償化などを

検討し、雇用の創出と介護職員の

人材確保につなげていきたいと考

えています。

　詳しい内容については、健康福

祉課（☎４３－２２２７）までお

問い合わせください。

介護職員を目指す皆さんへ

―受講費用無償化検討―

みんなで体操の時間です 楽しくおしゃべり 効果が期待できる機能訓練

　デイサービスは、病気やけがなどのために、身の回りのお世話

が必要になった方を対象に、入浴・食事の提供、レクリエーショ

ンや機能訓練などのサービスを提供することで、日常生活の自立

を支援する日帰りの介護サービスです。デイサービスは多くの方

から好評をいただいています。

　デイサービスについてのお問い合わせは、塙町社会福祉協議会

（☎４３－２１５４）までお願いします。

「デイサービスセンター」は⾃⽴⽀援の場です

・デイサービスを利用して友達ができました。

・機能訓練のおかげで、少しずつ歩けるようになりました。

・いろんな方と交流ができて元気が出ます。

・デイサービスに行った夜はぐっすり眠れます。

・スタッフさんもとても親切で感謝しています。

・食事もとてもおいしいです。

－利用者さんの声－
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共
に
歩
ん
で
60
年

　

塙
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
は
、
11
月

22
日
（
日
）
に
塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館
で
、
約

１
３
０
人
が
参
列
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
菊
池
基
文
町
長
が
「
今
日
の
塙
町

を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
人
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
『
み
ん
な
が
主

役
　

し
あ
わ
せ
実
感
の
ま
ち
　

は
な
わ
』
の
実
現

に
向
け
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。」
と
式
辞
を
述

べ
、
鈴
木
道
男
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
二
瓶
隆
男
前
塙
町
長
に
自
治
特
別

功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
33
名
の
方
に
功
労
者

表
彰
が
贈
ら
れ
、
今
年
完
成
し
た
塙
町
防
災
セ
ン

タ
ー
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
、
宮
川
政
夫
福
島
県
議
会

議
員
か
ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
塙
町
の
さ
ら

な
る
町
政
伸
展
を
誓
い
ま
し
た
。

皆さまの長年にわたる功労に

感謝申し上げます。

ご来賓の内堀雅雄知事

　　　　　　　　塙町、笹原村が合併し塙笹原町となり、その

後、石井村、高城村の一部が加わり塙町と改称。塙町が発足

　　　　　　　　石井３地区（中石井、下石井、戸塚）が分町

し、矢祭町に編入。分町問題で町内が騒然に

　　　　　　　　棚倉町大字八槻字松岡、津島、川原のうち、

久慈川本流を境とし左岸全部を塙町に合併

　　　　　　　　東白４町村で、東白川地方衛生処理組合設立

　　　　　　　　町章制定

　　　　　　　　東河内から鮫川村渡瀬にかけて火災発生

　　　　　　　　小野田寛郎氏「小野田自然塾」を設立

　　　　　　　　町民憲章・町の「花・木・鳥」を決定

　　　　　　　　塙町商店街「実・夢カード」を導入

　　　　　　　　湯遊ランドはなわ完成・営業開始

　　　　　　　　介護老人保健施設「久慈の郷」完成

　　　　　　　　塙町デイサービスセンター開所

　　　　　　　　ダリアを町の花に認定。東白川地方３町村合

併研究会設置。棚倉町・塙町・鮫川村法定合併協議会設置

　　　　　　　　那倉小学校閉校。１２０年の歴史に幕。道の

駅はなわ完成・営業開始。棚倉町・塙町・鮫川村の合併を問う

住民投票で、反対が賛成を上回り、法定合併協議会が解散

　　　　　　　　塙町立あぶくま高原美術館完成

　　　　　　　　町制施行５０周年式典挙行

　　　　　　　　山・水・花の町づくりがスタート

　　　　　　　　風呂山公園山ツツジが「福島遺産百選」に選定

　　　　　　　　高城幼稚園が閉園、塙幼稚園に統合

　　　　　　　　天領大橋開通

　　　　　　　　竹パウダー農法開始。塙中学校新校舎完成

　　　　　　　　平成２２年国勢調査で町の人口１万人を下回

る。東日本大震災発生（塙は震度５弱）。第５次長期総合計画

スタート。ＩＰ告知端末機が本格運用

　　　　　　　　片貝小学校、矢塚分校が閉校、笹原小学校に

統合。風呂山公園の山ツツジが植樹１００周年。ダリちゃん

ショップが葛飾区にオープン。ゆるキャラ「ダリちゃん」が誕生

　　　　　　　　高城小学校が閉校、塙小学校に統合。

　　　　　　　　一般社団法人天領の郷はなわが発足

　　　　　　　　町制施行６０周年。塙町防災センター完成。

塙町学校給食センター完成

●昭和３０年

●昭和３２年

●昭和３４年

●昭和３７年

●昭和４３年

●昭和６２年

●平 成 元 年

●平 成 ２ 年

●平 成 ８ 年

●平成１０年

●平成１１年

●平成１２年
●平成１４年

●平成１５年

●平成１６年

●平成１７年
●平成１８年

●平成１９年

●平成２０年

●平成２１年
●平成２２年

●平成２３年

●平成２４年

●平成２５年

●平成２６年

●平成２７年

塙町の歴史

　■特別功労表彰

　（塙町町長として４期 16年在職し、町政振興に寄与された）

　二瓶　隆男　様

　■功労表彰

　（塙町議会議員として 12年在職し、町政振興に寄与されている）

　藤田　惠二　様　大縄　武夫　様　割貝　壽一　様

　■功労表彰

　（長年にわたり善意による敷地の利用など、本町の教育行政に寄与されている）

　白石　禎彦　様　石川　濃　　様

　（平成 27年８月 17 日に多額の金員を寄付された）

　遠藤　照久　様

　■功労表彰

　（消防団員として勤務状況が良好であり、15年以上勤務している）

　渡部　雅紀　様　千葉　勝彦　様　藤田　英留　様

　海野　芳洋　様　諏合　進一　様　下重　広次　様

　小松　清勝　様　生方　幸教　様　本多　克己　様

　佐藤　元　　様　小峰　幸弘　様　鈴木　誠一　様

　鈴木　真吾　様　藤田　誠一　様　本多　永貴　様

　菊池　薫　　様　生田目芳則　様　草野　誠一　様

　大友　真樹　様　穗積　英徳　様　上妻　慎弥　様

　下重　嘉守　様　石森　智一　様　小峰　裕二　様

　八木　忠弘　様　金澤　秀紀　様　戸井田　亮　様

　（塙町防災センター建築にあたり多年の経験と優秀な技術により工事の完成に

寄与された）

　深谷建設株式会社　様

　株式会社鈴木伸幸建築事務所　様

　（塙町学校給食センターの建築にあたり多年の経験と優秀な技術により工事の

完成に寄与された）

　有限会社常豊工務店　様

　株式会社清水公夫研究所　様

　（塙町学校給食センターの建築にあたり用地協力をいただき工事の完成に寄与

された）

　下重　章　　様　下重スヱ子　様

◆自治功労表彰

◆善行表彰

◆民生福祉功労表彰

◆感謝状表彰

功労者表彰および感謝状贈呈者は以下のとおりです。

特別功労表彰を受章した二瓶隆男前町長（左）

式辞を述べる菊池基文町長

功労表彰、感謝状を贈呈された皆さま

―
塙
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
―



スタートに向けて息を合わせます

「よく頑張った！」健闘をたたえ合います

今年も圧巻の走りを披露！モンテローザ陸上競技部

俵引きのパフォーマンスに観客も笑顔になります

笑顔が光ります

第２５回塙代官カップ！

水上俵引き競争

【メインレースの部】
■優　勝：Ｇｏｌｄｅｎ　Ａｇｅ（郡山市）
■準優勝：塙工業（塙町）
■３　位：ベルリンの赤い雨（天栄村）
【女性の部】
■優　勝：エキスパート・ナース（塙町）
■準優勝：Ｇ・Ａ・Ｌ（塙町）
■３　位：ＮＩＣＥな女たち（塙町）
【仮装の部】
■優　勝：モンテローザ陸上競技部（東京都）
■準優勝：塙中ストちゃん♡’s（塙町）
■３　位：農業ＧＩＲＬ（塙町）

　

塙
町
産
業
祭
の
名
物
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
第
25
回
塙
代
官
カ
ッ

プ
！
水
上
俵
引
き
競
争
」
が
、
塙

小
学
校
東
側
の
久
慈
川
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
メ
イ
ン
レ
ー

ス
に
10
チ
ー
ム
、
女
性
の
部
に
７

チ
ー
ム
、
仮
装
の
部
に
３
チ
ー
ム

の
合
計
20
チ
ー
ム
が
出
場
。
１

チ
ー
ム
４
人
編
成
で
、
３
つ
の
俵

が
乗
っ
た
イ
カ
ダ
（
約
65
㌔
）
を

引
く
レ
ー
ス
。
メ
イ
ン
の
部
は

１
２
０
ｍ
、
女
性
と
仮
装
の
部
は

１
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
で
速
さ
を
競

い
、
大
激
走
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
優
勝
を
目
指
し
力
走
す
る

選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
観

客
か
ら
は
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
ラ

ジ
オ
福
島
の
手
塚
伸
一
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
よ
る
生
放
送
と
、
レ
ー
ス

の
実
況
中
継
が
あ
り
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

水上俵引き競争結果

塙工業高校和太鼓部の勇壮な演奏

吹奏楽で会場は盛り上がりました

よさこい踊りは楽しいね笹原弘法太鼓が花を添えます

ダリちゃんはいつも大人気

手塚伸一アナウンサーも大飯（５合飯）食いにチャレンジ

5,000 個の投げ餅が宙を舞います

第２６回塙町産業祭
つなげよう　人の輪　花の輪　感謝の輪

　町の一大イベント「第 26 回塙町産業祭」が、今年も 11 月 23 日（月）勤労

感謝の日に、塙小学校で盛大に開催されました。会場には約 50 の露店が建ち

並び、ステージでは吹奏楽や太鼓の演奏をはじめ、トップアスリートによるパ

フォーマンス、よさこい踊り、大飯食い競争などが行われ会場を盛り上げてい

ました。11 時 30 分からは開会セレモニーが行われた後、ダリアづくりコンテ

スト、ダリア写真コンテストの表彰式が行われました。イベントの 後は、恒

例の踊り流し。その後、万歳三唱を合図に、5,000 個の大投げ餅大会が行われ、

今年の産業祭も大盛況で幕を閉じました。



町人事行政の運営状況
塙町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第３条の規定に基づき、職員数や給与、服務など

の状況について公表します。

■問い合わせ　総務課総務係　☎４３―２１１１

１．職員数および任免の状況   
●部門別職員数の状況（各年度４月１日現在）   

機　関　名 対前年度
増減数 増減理由平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

町 長 部 局 ８０人 ８０人 ８６人 ６ 退職－３人、採用 9人
議 会 事 務 局 １人 １人 １人
教 育 委 員 会 ２８人 ２８人 ２７人 －１ 退職－１人、異動－ 1人、採用１人
選挙管理委員会 １人 １人 １人
監査委員会事務局 １人 １人 １人
農 業 委 員 会 １人 １人 １人
合 　 計 １１２人 １１２人 １１７人 ５
※職員数は、一般職に属する職員数です。

●職員数適正管理の数値目標および進ちょく状況等
区　　　分 増　減　職　員　数 （参考）

第３次計画実績平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
定 員 適 正化目標 １１０人 １１０人 １１０人 １１０人 １１０人 １２４人　⇒　１１４人
定員適正化実績 １１０人 １１２人 １１２人 １１２人 １１７人 平成２２年度末　１１０人
対前年度増減数 ― ２人 ― ― ― 目標を４人上回る減員達成
※第４次の目標（平成２７年度まで平成２３年度末の職員数を維持する。）

●職員の採用および退職の状況（平成２６年度）
区　　　分 採　用 退　　　　職

定　年 勧　奨 その他 合　計
一 般 職 ８人 ２人 ― ２人 ４人
合 　 計 ８人 ２人 ― ２人 ４人

 ２．職員の給与の状況

●人件費の状況（普通会計）
住民基本台帳人口

平成２７年３月３１日現在 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率
（Ｂ/Ａ）

９，４３５人 ６，０４０，６２７千円 ８９４，９３８千円 1４.８%
※人件費には、特別職に支給される報酬等も含まれています。

●職員給与費の状況（平成２７年度当初予算・普通会計）
区　分 給　与　費

給　料 期末・勤勉手当 その他の手当 計
平成２７年度 ３８２，７０７千円 １４２，０９４千円 ６０，０３１千円 ５８４，８３２千円

●特別職の報酬等の状況（平成２７年４月１日現在）
区　分 報酬月額 期末手当

町　　　長 ７８０，０００円

平成２６年度支給実績
３．０５月分

副　町　長 ６２４，０００円
教　育　長 ５８９，０００円
議　　　長 ２７２，０００円
副　議　長 ２０６，０００円
議　　　員 １８８，０００円

●職員の平均年齢、平均給料月額および
　平均給与月額の状況（平成２７年４月１日現在）
区　分 一般行政職

平 均 年 齢 ４２歳６月
平均給料月額 ３２３，８００円
平均給与月額 ３６８，８００円

●各種手当等の状況（各年度４月１日現在）   

期末・勤勉手当
（一般職）

○期末手当　２．５５月分　　　　　　　　　　　年間４.０５月分を２回に分けて支給します○勤勉手当　１．５月分  
※役職加算５％～１５％

退 職 手 当
勤続 35年の場合
○自己都合　　４１.３２５月分
○勧奨・定年　４９．５９月分

時間外勤務手当 ○平成２６年度支給実績１９，８６９千円
○平成２６年度職員１人当たり平均支給年額　２６２千円

扶 養 手 当
○配偶者・・・１３，０００円　
○扶養親族たる子父母等・・・１人につき６，５００円
　（配偶者がいないときは、１人については１１，０００円）

住 居 手 当 ○借家借間・・・２７，０００円上限

通 勤 手 当
○交通機関などの利用者・・・５５，０００円までは全額、５５，０００円を
　超えた場合、その超えた額の 1/2 の額を５５，０００円に加えた額 
○自動車等使用者・・・通勤距離に応じて、２，６００円～５０，４００円

特 殊 勤 務 手 当 ○危険、不快、不健康または困難な業務に従事する職員に対して支給
　行旅死病人取扱手当１日５，０００円、　防疫作業手当１日５００円

管 理 職 手 当 ○職に応じた額（定額） 

３．職員の勤務条件の状況

●勤務時間
１週間の正規の勤務時間 ３８時間４５分
１日の正規の勤務時間 ７時間４５分
開始時刻 午前８時３０分
終了時刻 午後５時１５分

●休暇制度
休暇の種類 付　与　日　数

年 次 有 給 休 暇
年ごとに２０日間付与され、２０日を超えない
範囲内の残日数は、翌年度に繰り越し可能
※平成２６年平均取得日数・・・８．１日

主
な
特
別
休
暇

産 前 産 後 休 暇 産前８週間、産後８週間以内
配偶者の出産休暇 ３日以内
育 児 休 暇 １日２回各３０分以内 
子の看護のための休暇 ５日以内
忌 引 休 暇 続柄により１～１０日以内
夏 季 休 暇 ５日以内
ボランティア休暇 ５日以内
結 婚 休 暇 １０日以内

７．職員の福祉と利益の保護の状況（平成２６年度）

●健康診断等の受診状況 ●公務災害等の状況
区　分 受診者数（延べ） 区　分 件　数

定 期 健 康 診 断 １６９人 公 務 災 害 １件
人 間 ド ッ グ 　　０人 通 勤 災 害 ０件

８．公平委員会の業務の状況（平成２５年度）

●健康診断等の受診状況
区　分 件　数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件

４．職員の分限処分と懲戒処分の状況

　　　　　　　　　　（平成２６年度）

●分限処分・・・０件 
●懲戒処分・・・０件  
     

５．職員の服務の状況（平成２６年度） 

●服務義務違反・・・０件 
     

６．職員の研修の状況（平成２６年度） 

●研修状況
区　分 受講者数

ふくしま自治研修センター ３６人
その他の研修 　９人

計 ４５人

    ●初任給および経験年数別・学歴別平均給与月額の状況（平成２７年４月１日現在）
区　分 初任給 経験年数

採用２年経過後 １０年 １５年 ２０年

一 般 行 政 職 大学卒 １７９，３００円 １９１，４００円 ２４５，２００円 ２９２，２００円 ３２４，２００円
高校卒 １４６，３００円 １５６，３００円 ２１３，１００円 ２４５，２００円 ２９２，２００円

◀
住
民
票
を
交
付
す
る
職
員
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古式ゆかしい神輿渡御行列 練習の成果をここに披露 力を合わせ自慢の山車を引きます 「わっしょい！」子どもたちの声が響き渡ります

お祭り楽しいね 凛々しい表情 区内安全を祈願 子どもたちの笑顔が光ります

桜青会の神輿は迫力満点

心を静め、祭りの準備

出羽神社例大祭の最大の見せ場「大寄せ」で、祭りは最高潮を迎えました 出羽神社例大祭
　３年に一度の出羽神社例大祭が、10 月 30 日（土）・11

月１日（日）の２日間にわたり開催されました。10 月

30 日（土）の午前 10 時に、神輿渡御行列が竹之内を出発。

大字塙地区を巡回し、御仮屋で区内安全が祈願されまし

た。地区内には、塙１区から塙６区の山車が太鼓や篠笛

の華麗な音色とともに、「わっしょい！わっしょい！」

のかけ声を響かせながら運行し、祭りを盛り上げていま

した。

　２日目となった 11 月１日（日）は、出羽神社例大祭最

大の見せ場である「大寄せ」が行われ、駅前の交差点に

各行政区の山車が集合しました。塙祭ばやし保存会や、

各行政区の合同演奏が披露され、駅前に集まった多くの

観客から、盛大な拍手が送られていました。

３年に一度。

伝統を受け継ぐ者たちが

見せる勇壮な姿。

塙町が誇る祭事は再び３年後へ。



郷土の誇りを胸に　全力で駆け抜けた１６区間
第２７回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会－ふくしま駅伝－

　

11
月
15
日
（
日
）、
第
27
回
市

町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
行
わ

れ
、
塙
町
チ
ー
ム
は
、
５
時
間
53

分
57
秒
の
タ
イ
ム
で
、
総
合
43

位
、
町
の
部
23
位
と
い
う
成
績
で

し
た
。
総
合
の
部
で
は
６
位
、
町

の
部
で
は
５
位
順
位
を
上
げ
ま
し

た
。
11
月
４
日
（
水
）
に
チ
ー
ム

結
団
式
を
行
い
、
大
会
に
向
け
て

日
々
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

迎
え
た
本
番
で
は
、
し
ら
か
わ
カ

タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
陸
上
競

技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島
県
庁

前
ま
で
の
16
区
間
、
95
・
１
㌔
を

力
走
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
中
心
の
若
い
メ
ン
バ
ー

で
レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
塙
町
チ
ー
ム

は
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
全

力
で
走
り
抜
き
ま
し
た
。

　目標の敢闘賞には
あと一歩届きません
でしたが、来年につ
ながる良い大会にな
りました。さらに上
位を目指して頑張っ
ていきたいと思いま
す。たくさんの応援
ありがとうございま
した。

■監　督
　羽田　友哉（塙町役場）
■コーチ
　布施　祥平（塙中教員）
　近藤　誉之（小名浜第二小学校教員）
■支援コーチ
　廣木　祐太（塙中教員）
　古市　　暁（塙中教員）  
■選　手
１区 大縄　莉桜（塙中２年）
２区 菊池　敏幸（塙工高３年）
３区 添田　陽斗（塙中３年）
４区 菊池　敦郎（ＮＴＮ株式会社）
５区 鈴木　　柊（学法石川高校１年）
６区 藤田　哲史（東京農業大学）
７区 八幡　隼平（塙中３年）
８区 中井　瑞耀（塙中２年）
９区 大森　麻央（塙中１年）
10区 松本　　淳（愛知製鋼株式会社）
11区 佐藤　杏奈（塙中３年）
12区 羽田　　琢（鶴岡市消防本部）
13区 鈴木　貴之（東京消防庁）
14区 生方　琢人（塙中３年）
15区 星　　舞美（塙中２年）
16区 大野　　剛（住友不動産エスフォルタ）
補欠 金澤　翔太（塙中２年）
補欠 遠藤　泰輔（塙中２年）
補欠 生方美優希（塙中２年）
補欠 藤田　佳奈（塙中２年）
補欠 後藤　直樹（塙中１年）
補欠 鈴木　愛梨（塙中１年）

選手・スタッフの皆さんに大きな拍手を

サンバイザーにダリアを飾りゴール

塙町チーム紹介 （敬称略）

羽田友哉 監督

■
昨
年
よ
り
６
位
順
位
を
上
げ
る

中学生の活躍が光りました

塙中学校のさらなる充実を図る
－柔剣道場改築工事安全祈願祭－

　塙中学校柔剣道場改築工事の安全祈願祭が、11 月９日

（月）に現地で行われました。施設の老朽化に伴い、同校

体育館脇（旧学校給食センター跡地）に鉄骨造平屋建て

（559.57 ㎡）の柔剣道場を

新たに建設します。

　完成予定は、平成28年

３月です。これにより、

塙中学校のさらなる充実

が図られます。

場　　所：大字竹之内字草田地内

構　　造：鉄骨造平屋建て

延床面積：559.57 ㎡

完成予定：平成２８年３月

塙中学校柔剣道場改築工事
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幼稚園・保育園の入園児を募集します

お体を大切に過ごしてください
－平成２７年度友愛訪問－

　町内の 65 歳以上のひとり暮らし・寝たきり高齢者を町

長が訪問する「友愛訪問」が、11 月６日（金）から 11 日（水）

にかけて民生児童委員の方々の協力のもと行われました。

菊池基文町長が約 160 件のお宅を訪問し、慰問品を贈り励

ましました。

　毎年行っているこの事業。町ではこのほかに、高齢者見

守り事業訪問員 35 人が、１ヵ月に１回以上ひとり暮らし

の高齢者を訪問し、安否確認や話し相手になるなどの活動

をしています。

■問い合わせ　

　健康福祉課　高齢者支援係　☎（４３）２２２７ 菊池基文町長から慰問品を受け取る藤田セキさん（板庭） 工事の安全を祈願する菊池基文町長

平成２８年度

■入園対象児（新規のみ）

　４歳児（平成 23 年４月２日から

　　　　　平成 24 年４月１日生まれ）

　５歳児（平成 22 年４月２日から

　　　　　平成 23 年４月１日生まれ）

■募集期間

　12月10日（木）から12月24日（木）まで

　※土日祝日を除く

■受付場所　役場窓口（印鑑持参）

■提出書類

　①入園願書　

　②対象児の住民票抄本（200 円）

　③塙町支給認定申請書

　※全て役場窓口にご用意しております。②は役

　　場窓口で申請し、そのまま役場窓口に提出し

　　てください。

■預かり保育

　　教育時間終了後、保育が必要な幼児を対象に

　預かり保育（有料）を実施しています。願書と

　一緒に「預かり保育利用希望調書」を提出して

　ください。

■問い合わせ

　教育委員会　学校教育課　

　☎（４３）４０５０

■入園対象児

　６カ月児から３歳児

　（平成 24 年４月２日以降生まれの乳幼児）

■募集定員　70 名

■募集期間

　12 月１日（火）から

　平成 28 年１月４日（月）まで

■受付場所　健康福祉課または塙保育園

■入園資格　

　　保護者が昼間に家庭内外で就労しているとき

　など、保育が困難なとき。ただし、保護者以外

　の人が保育できる場合は除きます。

■提出書類

　①塙保育園入所申込書

　②塙町支給認定申請書または現況届

　③就労証明書

　④その他必要な書類

　※提出書類は役場窓口および塙保育園にご用意

　　しております。

■問い合わせ

　健康福祉課　福祉係　☎（４３）２１１５

　塙保育園　　　　　　☎（４３）０３７７

塙・常豊・笹原幼稚園 塙保育園

▶
笹
原
幼
稚
園
も
ち
つ
き

▶
塙
保
育
園
い
も
ほ
り



　塙町納税貯蓄組合連合会では、口座振替加入促進の

ため、「町税等口座振替推進キャンペーン」を実施し

ています。期間中に対象税目等の口座振替を申し込み

された方の中から抽選で 100 名様に地場産品を贈呈し

ます。この機会にぜひ、「安心・便利・確実」な口座

振替をご利用ください。

■対象税目等　

　町県民税（※）、固定資産税、軽自動車税、国民健

康保険税（※）

（※）の税目は納付書による納付分のみ対象

■対象者　

　キャンペーン期間中に対象町税等の口座振替を申し

込みした方。ただし、次に該当する方は対象となりま

せん。（①対象町税等が課税されていない、または来

年度以降課税の見込みがない方　②対象町税等につい

て、すでに口座振替を利用している方　③すでに利用

している口座振替を廃止し、再度同じ対象税目等の口

座振替を申し込まれた方　④申し込まれた方に町税等

の滞納がある方）

■申し込み方法　

　下記の金融機関や、役場会計室の窓口にある「口座

振替納付依頼書」に必要事項を記入、通帳の届出印を

押印のうえ、金融機関に直接お申し込みください。

■対象金融機関等

　東邦銀行塙支店、白河信用金庫塙支店、東西しらか

わ農業協同組合、福島銀行棚倉支店、大東銀行棚倉支

店、ゆうちょ銀行（郵便局）※金融機関によっては上

記以外の支店でも対象となります。詳しくは下記のと

おりお問い合わせください。

■当選発表

　当選の発表は、景品の発送（平成 28 年２月）をもっ

て代えさせていただきます。

■問い合わせ　

　塙町納税貯蓄組合連合会事務局（町民課収納係）

　☎（４３）２１１３

平成２７年１２月３０日（水）まで
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　クリスマスの朝に男の子が縁の下で
小さな木箱を見つけました。中にはサ
ンタさんが…。でもサンタさんは、ま
だぐっすり眠っています。男の子はお
母さんに内緒で自分のベッドの下に木
箱を隠して、そっとのぞいてみること
に。男の子が次に木箱をのぞいた時は、
サンタさんは出発するところでした。
さぁて、今日中にサンタさんは男の子
の家に来てくれるかな？

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま

す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予

約
も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

ク
リ
ス
マ
ス
の
本

12 月の
テーマ

「クリスマスの
　ふしぎなはこ」

長谷川摂子／文
斉藤俊行／絵
（福音館書店）

●ものがたり

 

図書館情
報新 刊 案 内

「下町ロケット２　　
　　ガウディ計画」

池井戸潤／著
（小学館）

　直木賞受賞作品の続編です。物

語は宇宙から人体へと変わり、中

小企業 vs 大企業の新たな困難に

挑戦します。勧善懲悪で涙あり！

　

男
性
・
・
８
ｇ
未
満

　

女
性
・
・
７
ｇ
未
満

　

（「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

　

２
０
１
５
」
よ
り
）

　

１
，
５
６
５
人
の
平
均
値
は
９
．
８

ｇ
で
、
男
女
共
に
目
標
値
を
超
え
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
男
女
別
に
見
て
み

る
と
、
男
性
10
．
１
ｇ
、
女
性
９
．
５

ｇ
で
男
性
の
方
が
摂
取
量
が
多
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
福
島
県
の
平
均
、

男
性
12
．
１
ｇ
、
女
性
９
．
９
ｇ
（
平

成
24
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
よ
り
）

と
比
べ
、
塙
町
は
少
な
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

年
代
別
の
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
食
塩
摂
取
量
は
70
代
が
最
も
多
く

９
．
９
ｇ
、
同
じ
く
90
代
が
最
も
少
な

い
８
．
４
ｇ
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

男
女
別
に
み
る
と
、
い
ず
れ
の
年
代

で
も
男
性
の
摂
取
量
が
女
性
の
摂
取
量

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

40
代
に
お
い
て
は
、
男
女
差
が
最
も

大
き
く
、０
．
９
ｇ
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
町
の
健
診
を
受
け
ら
れ
た

方
は
お
手
元
に
結
果
が
届
い
た
と
思

い
ま
す
。
今
年
か
ら
健
診
結
果
に
「
推

定
食
塩
摂
取
量
」
と
い
う
項
目
が
追

加
さ
れ
て
い
た
の
は
お
気
づ
き
に
な

り
ま
し
た
か
。
こ
の
項
目
で
は
「
自

分
が
１
日
に
取
っ
て
い
る
お
お
よ
そ

の
塩
分
量
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
９
月
中
に
受

診
さ
れ
た
１
，
５
６
５
人
の
結
果
を

ご
報
告
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　

☎
（
４
３
）２
１
１
５

◆
町
全
体
の
結
果

「尿中塩分測定の結果報告」
健康推進だより ⑤

◆
食
塩
摂
取
量
の
目
標
値

　今年の健診では「１日にどの

くらいの塩分を摂っているの

か」を調べました。その結果の

見方や身体に必要な「減塩」ポ

イントなど「塩分」をテーマに

お話します。会場では、ご家庭

のみそ汁塩分濃度測定も実施い

たします。みそ汁は具材なしで

100ml 程度お持ちください。健

診結果と健康手帳もご持参くだ

さい

健康相談会開催中です

抽選で１００名様に地場産品をプレゼント
－町税等口座振替推進キャンペーン－

◆
年
代
別
の
結
果

年代別の結果（平均値）（単位：グラム）

年代
（受診者）

食　塩
摂取量 男 女

４０代
（71人） ９．０ ９．４ ８．５

５０代
（170人） ９．７ １０．４ ９．５

６０代
（536人） ９．８ １０．４ ９．６

７０代
（267人） ９．９ １０．４ ９．６

８０代
（267人） ９．７ ９．９ ９．５

９０代
（15人） ８．４ ８．５ ８．２

　11 月５日（木）告示の福島県議会議員一

般選挙が、11 月 15日（日）に行われました。

期日前投票などを含めた塙町の投票結果は

上記のとおりです。

　なお、塙町の投票率は 66．77％で、前回

（平成 19 年４月８日投票）の 78．52％を下

回る結果となりました。

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果

塙町の投票率は６６．７７％
当日有権者数　７，６３５人 候補者氏名 得票数

宮　川　政　夫 ３,０１０票

立原りゅういち ２,０３７票

住民基本台帳
閲覧状況の公表

　住民基本台帳法の改正により、住民基本台帳の閲覧の状況を毎年１
回以上公表することが規定されています。平成２６年１１月１日から平成
２７年１０月３１日までの閲覧状況を公表します。

閲覧請求をした国、地方公共団体等
および閲覧申し出をした法人の名称 請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧にかかる住民の範囲

自衛隊福島地方協力本部
白河地域事務所　　　　 自衛官の募集に伴う広報 平成25年11月20日

町内の
平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれの男女106名
平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれの男子50名

福島県　　　　　　　　
男女共同参画・女性の活
躍促進等に関する県民意
識調査　　　　　　　　

平成26年１２月１２日 大字台宿に居住する満２０歳から６０歳までの
男女１４名

■問い合わせ　町民課住民係　☎４３－２１１４

開票事務を行う職員



～塙町生涯学習だより～　1２月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

12 月号
　サークル活動、イベント等に参加
希望の方、お問い合わせの方は、は
なわスポーツクラブ事務局にお問い
合わせください。

はなスポ通信

NPO 法人　　　　　　　　　　
はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp

塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

第３１回 塙町青少年の主張大会
　第 31 回塙町青少年の主張大会が、11 月 7 日（土）

に塙町公民館で開催されました。町内の小・中学生と

高校生の 14 名が、日頃思っていることや将来の夢な

どをまとめ、熱い思いを言葉に乗せて約 200 名の聴衆

を前に発表しました。

　どの発表も素晴らしく、甲乙つけがたいものでした

が、厳正な審査の結果、下記の 3 名が 優秀賞に選ば

れました。

　なお、主張発表後には、塙工業高校和太鼓部の演奏

が披露され、会場は、大いに盛り上がりました。

優秀賞

○小学校の部　　

　松本　悠伍さん（笹原小学校 6 年）

○中学校の部　　

　佐藤　瑞紀さん（塙中学校 2 年）

○高等学校の部　

　鈴木　かれんさん（学法石川高校 3 年）

第３１回　塙町青少年の主張大会
（発表順）

氏　　名 学校・学年 テ　ー　マ
鈴木　　遥さん 笹原小学校６年 音楽という魔法

金澤　遥希さん 塙小学校６年 戦争のない未来と私

青砥　桃花さん 常豊小学校６年 平和な未来にするために

松本　悠伍さん 笹原小学校６年 水泳が教えてくれたこと

上妻　遥菜さん 塙小学校６年 書道を通して学んだこと
鈴木　　柊さん 常豊小学校６年 笑顔の力

金澤　恵美さん 塙中学校１年 面倒でも、少しだけ
佐藤　瑞紀さん 塙中学校２年 自分らしさ
佐藤　杏奈さん 塙中学校３年 私とドライブ

鈴木かれんさん 学法石川高校３年 叶えたい未来
芳賀　美咲さん 光南高校１年 未来へ

松本　圭祐さん 白河高校１年 友の存在

保住　栞那さん 塙工業高校３年 塙再考
八幡　百恵さん 修明高校２年 私の夢

　成人される方の新しい門出を祝い励ますため、下記の

とおり成人式を挙行します。今年は会場が塙農村勤労福

祉会館（役場庁舎北側）となりますので、お間違えのな

いようにご注意ください。

日時　平成 28 年 1 月 10 日 ( 日 ) 午前 11 時

 　　　（受付は午前 10 時から）

会場　塙農村勤労福祉会館（役場庁舎北側）

対象　平成 7 年 4 月 2 日から平成 8 年 4 月 1 日の間に生

　　　まれた方で、塙町に住民登録してある方および塙

　　　町出身の方

平成２８年成人式　塙農村勤労福祉会館で開催

▲力強い太鼓演奏は、聴衆を魅了しました。（塙工業高校和太鼓部）

▲主張発表をした児童・生徒の皆さん

▲昨年の成人式

■まなびとファインダー URL

　http://www.yumemanabito.jp

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

はなわスポーツ 検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

　この大会は、はなわスポーツクラブのチームが、

福島県代表として全国大会に出場したことを記念し

て開催します。

　皆さんご参加ください。

日　時　平成 27 年 12 月 20 日（日）

　　　　開会式　午前 9 時 30 分

場　所　塙町営体育館アリーナ

参加費　無料（3 人 1 チームでお申込みください）

申込先　はなわスポーツクラブ（☎ 0247-57-6589）

　ハーブ・アロマを学びながら、楽しく香り

グッズなどを作る教室です。今回は、ハーブ

を使いクリスマスリースを作ります。定員に

なり次第締め切ります。

日　時　12 月 16 日（水）午後 7 時から

場　所　塙町公民館（☎ 0247―57―6589）

第４回塙町長杯カローリング大会（第6回Ｂ＆Ｇ塙海洋クラブカローリング大会）

癒しの時間

ＨＰ内ブログにて、日々の活動
の様子をアップしています。

　12 月は『クリスマス会～みんなで会食～』です。クリスマス会の内容は当日までのお楽しみ♪

　会の 後は子育てサポーターさん特製の『カレー』を食べて、一足早いクリスマスパーティーをみんな

で楽しみましょう♪（事前申し込みが必要です）

１２月のなかよしルーム参加者募集♪

～♬～♪～♭～♬～♪～♬～♪～♬～♪～♭～♬～

　なかよしルームは、0 歳から幼稚園入園前のお

子さんとその保護者を対象にした子育て講座で

す。子育て中の皆さんで交流し、情報交換やお

友だちの輪を広げる場としてご活用ください。

お母さんだけでなく、お父さんやおじいちゃん、

おばあちゃんの参加も大歓迎です！

～♬～♪～♭～♬～♪～♬～♪～♬～♪～♭～♬～

日　　時：12 月 11 日（金）午前 10 時から

場　　所：塙町公民館　１階和室

費　　用：１家族　200 円（食材代）

持 ち 物：カレー用のごはん（炊いたもので食べる分だけ）

　　　　　お皿・スプーン（普段使っている物）

申込期限：12 月 10 日（木）

申込み先：塙町公民館　☎ 43―0320

　サッカー教室の活動場所は 12 月から塙小学校体

育館になります。毎週火

曜日、午後 7 時から活動

しています。

　toto の助成によりサッ

カーのユニフォームが出

来ました。大会に向けて

頑張っています。

サッカー教室は塙小学校に変更
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
資
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
出
願
期
間

　

１
回
目

　

平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）ま
で

　

２
回
目

　

平
成
28
年
３
月
20
日（
日
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４（
９
２
１
）７
４
７
１

　

税
務
署
で
は
、
適
正
か
つ
公
平

な
課
税
を
実
現
す
る
た
め
、
不
動

産
使
用
料
の
支
払
調
書
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
情
報
を
収
集
・
分
析

す
る
と
と
も
に
、
納
税
者
の
方
に

自
発
的
な
適
正
申
告
を
行
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
、
仙
台
国
税
局
管
内
の
税

務
署
に
お
い
て
、
書
面
で
の
お
尋

ね
な
ど
に
よ
り
申
告
内
容
の
自
主

的
な
見
直
し
を
呼
び
か
け
る
取
り

組
み
を
行
っ
た
結
果
、
不
動
産
所

得
の
申
告
漏
れ
や
計
算
誤
り
の

あ
っ
た
方
か
ら
修
正
申
告
書
な
ど

が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

納
税
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
適
正
申
告
を
行
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
申
告
内
容
の
自
己

点
検
（
見
直
し
）
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に

は
自
主
的
な
修
正
申
告
書
な
ど
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
自
主
的
な
修
正
申
告
書
の
提
出

に
つ
い
て
は
、
過
少
申
告
加
算
税

は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
税
務
署

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）７
１
１
１

　

避
難
指
示
な
ど
に
よ
り
、
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
や
、
い
わ
ゆ
る
風
評
被
害

な
ど
に
よ
る
減
収
分
に
対
し
て
支

払
い
を
受
け
る
賠
償
金
は
、
事
業

所
得
等
の
収
入
金
額
に
な
り
ま

す
。

　

今
回
、
新
た
な
営
業
損
害
賠
償

と
し
て
、
一
括
で
支
払
い
を
受
け

る
営
業
損
害
（
将
来
分
）
に
対
す

る
賠
償
金
（
※
１
）
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
事
実
が
生
じ
た
場
合
に
は

精
算
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
の
精
算
の
対
象
期
間

（
５
年
）
中
の
経
過
に
応
じ
、
精

算
の
対
象
期
間
中
の
各
年
分
の
収

入
（
※
２
）
と
し
て
、
事
業
所
得

等
の
収
入
金
額
に
算
入
し
ま
す
。

な
お
、
中
小
法
人
の
収
益
計
上
時

期
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
税
務
署

　

☎
０
２
４
８
（
２
２
）
７
１
１
１

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。
林

退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご

自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た

か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お

調
べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に

対
し
、
各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳

の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）

が
必
要
な
場
合
は
、
で
き
う
る
限

り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、

寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

12
月
10
日
（
世
界
人
権
宣
言
採
択

日
）
の
「
人
権
デ
ー
」
を

終
日

と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、

積
極
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
福
島
地
方
法

務
局
お
よ
び
福
島
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
12
月
４
日

か
ら
12
月
10
ま
で
を
「
第
67
回
人

権
週
間
」
と
し
、
当
該
週
間
を
中

心
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
お
よ
び

相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
電
話
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
悩
み

事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
電
話
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
法
務
局

　

☎
０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
９
４

　

賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労
働

条
件
、
解
雇
、
退
職
な
ど
の
労
働

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
、
疑
問
な

ど
に
つ
い
て
、
現
地
お
よ
び
電
話

で
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
労
使
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
現
地

相
談
会
は
、
事
前
予
約
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
（
平
成
27
年
12
月
11

日
（
金
）
午
後
４
時
ま
で
）
。
な
お
、

予
約
な
し
で
も
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

■
日
　

時

　

平
成
27
年
12
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

■
現
地
相
談
場
所

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　

会
津
若
松
市
生
涯
学
習
総
合
セ

ン
タ
ー

■
電
話
で
の
相
談
番
号
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
（
５
２
１
）
７
５
９
４

　東白クリーンセンターでは、平成
２６年度から平成２８年度にかけて、ご
み焼却施設の老朽化に伴う基幹的改良
工事を行っています。工事期間中の平
成２８年１月中旬から平成２８年３月
中旬にかけては、工事の都合上、燃え
るごみの焼却処理が困難になりますの
で、以下の事項をご覧の上、ごみの減
量化および工事へのご理解、ご協力を
いただきますようお願いします。
■ごみ収集
　通常と変わらず、午前８時３０分よ
り行いますので、必ず８時３０分まで
に指定された集積所にごみを出してく
ださい。また、お配りしている「ごみ
分別ガイドブック」をご覧のうえ、分
別の徹底をお願いします。
■ごみの直接搬入
　工事期間中でもごみの直接搬入は可
能ですが、平成２８年１月中旬から平
成２８年３月中旬までは、工事のため
焼却処理が困難ですので、できる限り
搬入についてご考慮していただきます
ようお願いします。なお、不燃物類に
ついては、通常通り搬入していただい
て結構です。
■問い合わせ
　東白衛生組合　☎４３－０３７８

ごみの減量化にご協力ください
―東白クリーンセンターが工事中ですー

おくやみ申し上げます

10月16日から11月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

田村　光夫さ 
ん 92歳 台 宿

菊池　サキさ 
ん 95歳 伊 香

石黒　　光さ 
ん 80歳 本 町

矢吹　新吉さ 
ん 93歳 代 官 町

白石　太一さ 
ん 68歳 川 上

鈴木　圭一さ 
ん 91歳 大 蕨

鈴木　博美さ 
ん 84歳 伊 香

天沼　　宏さ 
ん 84歳 東 河 内

江田　七男さ 
ん 80歳 植 田

白石　　實 さ 
ん 88歳 桜 木 町

佐藤　博美 さ 
ん 86歳 代 官 町

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際に窓口
　に申し出てください。

（町内 35 カ所）
片貝分館

11/12 0.08

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

11/12 0.08 11/12 0.08 11/12 0.09

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

11/12 0.07 11/12 0.10 11/12 0.10

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

11/12 0.10 11/12 0.10 11/12 0.09

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

11/12 0.08 11/12 0.12 11/12 0.09

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

11/12 0.10 11/12 0.12 11/12 0.11

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

11/12 0.10 11/12 0.10 11/12 0.10

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

11/12 0.12 11/12 0.10 11/12 0.12

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

11/12 0.10 11/12 0.09 11/12 0.11

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

11/12 0.10 11/12 0.11 11/12 0.12

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

11/12 0.10 11/12 0.10 11/12 0.09

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　　 / 時間

地上１㍍で測定

11/12 0.11 11/12 0.09

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

11/12 0.08 11/12 0.08

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　　　　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。　　　　　　

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します

募　集 く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

相　談 お知らせ

広報 222015－12広報23 2015－12

放
送
大
学
４
月
生
募
集

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

人
権
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

福
島
地
方
法
務
局

東
京
電
力
か
ら
の
営
業
損
害
に

対
す
る
賠
償
金
の
取
り
扱
い

白
河
税
務
署

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

福
島
県
労
働
委
員
会

放
送
大
学
４
月
生
募
集

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

※
１　

平
成
27
年
３
月
以
降
、
将

来
に
わ
た
る
損
害
に
対
し
て
、
減

収
率
の
１
０
０
％
の
年
間
逸
失
利

益
の
２
倍
が
一
括
し
て
支
払
わ
れ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２　

毎
月
、
賠
償
金
額
の
60
分

の
１
相
当
額
を
60
カ
月
に
わ
た
り

事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
に
算

入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部



Town Topics

まちの話題

あなたの地区の話題を提供してください。
取材に伺います。
※広報はなわに掲載された写真を希望される方は、
　総務課☎ 43―2111 までご連絡ください。

　塙中学校（大越憲峰校長）は、１０月８日（木）
から１０月１１日（日）に福島県文化センターで開
催された第３９回福島県書道連盟選抜展で、昨年
に引き続き、最優秀団体賞として「県書道連盟大
賞」を受賞しました。最優秀団体賞は、３団体の
みしか受賞できないとても栄えある賞です。また、
個人の部でも、県文化センター館長賞をはじめ、
１０人が特別賞を受賞しました。

塙中学校が県書道連盟大賞受賞
―個人でも１０名が特別賞受賞―

消防団への理解を深める
―ふくしま消防防災出前講座―

真に豊かな長寿社会実現のために
―平成２７年度塙町高齢者大会―

「やりがいは、地域のために活動出来たなと感じる時です」と語る佐藤さん

　１１月６日（金）　若年層の防災意識の啓発と、
消防団の将来を担う人材を確保するため、ふくし
ま消防防災出前講座が塙工業高校の３年生を対象
に同校で行われました。塙町消防団指導部の佐藤
健吾さんと、第１分団第５班の緑川恵さんが講師
となり、消防団の意義と現状、消防団活動の経験
談などを講話しました。受講した生徒からは「や
りがいを感じるときはどのような時ですか」と質
問が出るなど、消防団の必要性を伝える良い機会
となりました。

　１１月２０日（金）　塙町老人クラブ連合会（木
村澄男会長）主催の平成２７年度塙町高齢者大会
が、塙町公民館で行われ、約２００人が参加しま
した。大会では、高齢者作品展表彰（塙第二百寿
会ほか）の後、日本３Ｂ体操協会による「日常生
活に運動習慣を」をテーマに講演会が行われまし
た。午後の部では、塙第一百寿会のダンスをはじ
め、コーラスやカラオケなどの芸能発表会が行わ
れ、会場は大いに盛り上がりました。

「地域の先生方のおかげです」と受賞の喜びを語りました

心をひとつに合唱（塙）

迫真の演技（常豊） かわいらしい踊りを披露（常豊）

　１０月３１日（土）　塙小学校で「学習成果発表会」、常豊幼
稚園・小学校で「つねとよフェスタ」、笹原小学校で「笹原フェ
スタ」が行われました。各小学校、常豊幼稚園の児童・園児
は、この日のために一生懸命学習・練習してきた成果を、存
分に披露しました。その迫力ある演技や、心のこもった歌声
に、会場に駆け付けた保護者からは、大きな歓声と拍手が送
られていました。

練習の成果を披露
―塙小、常豊幼・小、笹原小で発表会―

あのルパンと対決！（笹原）

お経の読み上げもお手のもの（笹原）

塙第二百寿会によるコーラス
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　塙町、東京塙会の皆さま、こ

んにちは。お久しぶりです。私

は、４年前の広報はなわに小・

中学校時代の懐かしい思い出を

掲載させていただきました。当

時は塙町大町、現在の役場の近

くに住んでいました。今は、草

加市松原という町に住んでお

り、東京都足立区から移り住ん

で 14 年くらいになります。ま

た、都市再生機構の住宅建て替

えにより、新築 11 階の建物の

３階に越して、４カ月になろう

としています。今までの古い建

物からすると、設備が整ってい

て快適な住まいです。ベランダ

側に川があって、その向こうに

は獨協大学があり、グラウンド

が広がっていて、常にさまざま

なスポーツの練習が楽しめま

す。また、若い学生さんがお祭

りのように大勢で登校する姿を

見ていると、若い時を思い出し、

懐かしく若返った気分になれま

す。駅名は、草加駅の１つ次の

松原団地駅です。東京にスカイ

ツリーができて３年、路線も東

武線からスカイツリーラインに

変更になりました。松原団地駅

から浅草駅まで料金が 310 円、

時間にして 25 分から 30 分くら

いで都心まで行ける便利な所で

す。また、草加松原には昔から

有名な松並木があり、旧日光街

道にとてもきれいに並んで、通

行する皆さんの目を楽しませて

くれます。少し離れた西側には、

国道４号線もあり、利便性のあ

るすごく良い街と自負していま

す。また、近くには外環自動車

道も目と鼻の先にあります。住

めば都ですね。

　話が田舎に戻りまして、去年

数人の友人と一緒に、湯岐に車

で観光し、楽しんできました。

今後も、元気なうちに塙町には

度々遊びに行きたいと思ってお

ります。町の皆さま、よろしく

お願いいたします。ありがとう

ございました。

古くて

新しい街「草加」
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羽
田
祐
子
さ
ん
か
ら
随
想
リ
レ
ー
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
、
大
友
愛
と
申
し
ま

す
。
リ
レ
ー
を
引
き
継
ぐ
な
ん
て
、
想

像
も
し
て
な
く
て
、
何
を
書
い
て
い
い

か
す
ご
く
迷
い
ま
し
た
が
、
感
謝
し
て

い
る
こ
と
・
幸
せ
に
思
う
こ
と
を
書
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
は
３
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。

５
歳
、
３
歳
、
２
歳
と
歳
が
近
く
、
慌

た
だ
し
い
毎
日
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

け
ん
か
を
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
自

分
の
子
ど
も
の
頃
の
姿
を
思
い
出
し
ま

す
（
た
た
い
た
・
た
た
か
な
い
、
１
回

は
１
回
っ
て
い
う
会
話
（
笑
））。
私
も

４
人
兄
弟
な
の
で
、
そ
の
た
び
に
、
実

家
の
家
族
も
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
、

親
に
な
っ
て
よ
く
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
幼
少
期
に
学
校
か
ら
帰
宅

し
て
「
た
だ
い
ま
」
と
言
う
と
、「
お

か
え
り
」と
出
迎
え
て
く
れ
た
祖
父
母
。

何
気
な
い
会
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幸

せ
だ
っ
た
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
家
族
が
大
好
き
で
し
た
）。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
が
家
に
帰
っ

た
時
、出
迎
え
て
く
れ
る
祖
父
母
の「
お

か
え
り
」
と
い
う
言
葉
に
、
ニ
コ
ニ
コ

し
て
「
た
だ
い
ま
」
と
言
っ
て
い
る
姿

に
、ホ
ッ
と
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

「
お
は
よ
う
」
と
起
き
て
く
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
。
３
人
と
も
違
っ
た
「
お
は

よ
う
」で
…
。
元
気
に
起
き
て
く
る
姿
、

ま
だ
眠
い
と
言
っ
て
起
き
て
く
る
姿
、

泣
い
て
起
き
て
く
る
姿
。
そ
ん
な
姿
も

私
に
と
っ
て
幸
せ
を
感
じ
る
ひ
と
と
き

で
す
。

　

私
た
ち
は
、
両
親
と
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
で
は
で
き
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
普
段
言
え
な
い
の
で
、
こ
こ

で
お
礼
を
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

後
に

愛
の
子
ど
も
た
ち
へ
。
私

の
所
に
産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
あ
な
た
た
ち
に
囲
ま
れ
て
本
当

に
幸
せ
で
す
。
私
が
頑
張
れ
る
の
は
、

あ
な
た
た
ち
が
い
る
か
ら
だ
よ
。
こ
れ

か
ら
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
未
熟
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
々
、
周
り
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
次
回
は
髙
久 

春
香
さ
ん
（
柳
町
）
で
す

。】

　このコーナーでは、東京塙会の
皆さんの住む街のことや近況につ
いて紹介しています。

私の住む街Ｎｏｗ

「
感
謝
・
幸
せ
」

大
おおとも

友 愛
あい

 さん（東河内）

職　　　業：会社員
趣　　　味：子どもたちとたわむれ（笑）
好きな言葉：（子どもたちから）ママ大好き

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol.313-

古
市 

和
男
さ
ん

埼
玉
県
草
加
市
在
住
（
本
町
出
身
）

-Vol.10-

【次回は、東京都江東区在住の

樋口 久さんです。】

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　所

土手内凜
り

心
こ

ち
ゃ
　ん 拓 矢・梨 夏 10/11 上 石 井

松本　倖
ゆき

弥
や

く　
　ん 好 之・悦 子 10/15 真 名 畑

星　　海
かい

登
と

く　
　ん 勇 樹・ 和 10/17 上 渋 井

こんにちは赤ちゃん
1０月１6日から1１月１５日までの届け出

心温まる善意に感謝（１１月分）

Otomo Ai

■星電設株式会社　様

　電気敷毛布　５枚（友愛訪問先へ）

■塙町商工会女性部　様　　　

　靴下　50 足（デイサービスセンター利用者へ）

電気敷毛布を贈る星和典さん 靴下を贈る高澤和子さん（中）
と下重きく江さん（右）
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　町　　県　　民　　税　４期
　国 民 健 康 保 険 税　６期
　後期高齢者医療保険料　５期
　介　 護　 保　 険　 料　６期
　納　　　 期　　　 限　12月25日（金）
　◆口座振替日は12月25日（金）です。

12 月6日（日）
おおひら整形外科クリニック
☎３３―９４６８ 12月27日（日）

つちやクリニック
☎４３―２２５０

12月13日（日）
塙 厚 生 病 院
☎４３―１１４５ 12月30日（水）

ふじた循環器内科クリニック
☎３３―２０１３

12月20日（日）
木 村 医 院
☎４６―３５２８ 12月31日（木）

塙 厚 生 病 院
☎４３―１１４５

12月23日（水）
あらまちクリニック
☎３３―８０１８ 1 月１日（金）

和 田 医 院
☎３３―２０１２

▼
今
月
号
は
、
介
護
予
防
特
集
を
掲
載
し

ま
し
た
。一
口
に
介
護
予
防
と
言
っ
て
も
、

多
く
の
事
業
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ど
れ
だ
け
利
用
者
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
も

分
か
り
、
知
っ
て
い
た
よ
う
で
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
多
く
、
私
自
身
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
▼
３
年
に
一
度
の
出
羽
神
社

例
大
祭
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
初
め
て
見
ま

し
た
。
こ
の
２
日
間
の
た
め
に
、
何
カ
月

も
前
か
ら
太
鼓
や
篠
笛
の
練
習
を
重
ね
て

き
た
子
ど
も
た
ち
や
、
準
備
を
し
て
き
た

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ

の
迫
力
に
、
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
▼
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
塙
町
産
業
祭
。
雨
の
影
響
も
若
干
あ
り

ま
し
た
が
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
塙
町
の
名
物
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
塙
町
産
業
祭
、
今
後
も
毎
年

の
恒
例
行
事
と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
ほ
し
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

（
松
）

※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳の
　人口、世帯数を掲載しています。

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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男性　4,666人（＋ 4）　 世帯数　3,330世帯（－ 3）
女性　4,727人（－ 3）　　　（　）内は前月比

　　平成27年10月 15日（木）

　に南相馬市で行われた第

　54回福島県交通安全県民大

　会の席上で、優良市町村交

　通対策協議会として、塙町

　交通対策協議会が表彰され

　ました。交通死亡事故ゼロ

　1,000 日達成や交通安全活動を積極的に推進したことが評

価されての表彰となりました。

優良市町村交通対策協議会として
表彰されました

のびのびのびのび
すくすくすくすく

菊
きくうち

内咲
さ

菜
な

ちゃん
（植田）

青
あおと

戸采
あやは

葉ちゃん

（常世中野）

上
かみつま

妻　南
みなみ

ちゃん

（西河内）

落
おちあい

合元
げんき

気くん

（植田）

安
あんどう

藤奏
そうしろう

司朗くん

（宮田町）

遠
えんどう

藤ほのかちゃん
（末広町）

七
ななみや

宮惟
いつき

月ちゃん

（台宿）

大
おおもり

森友
ゆうあ

愛ちゃん
（上渋井）

　１１月２４日（火）に行われた３歳児健診（受診者

１４人）で、むし歯が１本もなかった子どもたち８

人を紹介します。

　これからも、むし歯ゼロに向けて、歯みがきをき

ちんとしましょうね。

塙町は、むし歯ゼロを目指しています。

●休日の当番医 ●今月の納税等

●町の人口　９，３９３人（11月１日現在）
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